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ドラッグリポジショニングによる
希少疾患に対する医薬品開発

No.
2022

ブラウンバッグセミナー

録画期間限定公開

近年の医療技術の進歩には目を見張るものがありますが、

有効な治療法のない疾患が未だに存在することも事実で

す。このようなアンメットメディカルニーズに応えるた

め、創薬研究に従事する臨床医もたくさんいますが、医

薬品開発にはさまざまなレギュレーションが存在し、開

発にかかる費用も膨大です。資金的に体力のないアカデ

ミアで新薬を開発するには、緻密な戦略が必要です。本

セミナーでは、有効な戦略のひとつである「ドラッグリ

ポジショニング」について説明したいと思います。

医薬品開発

ドラッグリポジショニング
トランスレーショナルリサーチ

希少疾患

Key Words
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2 0 0 7 年 に九州大学医学部を卒業後、
2012年に日本学術振興会特別研究員に採
用されました。2015年に九州大学大学院
博士課程（医学）を修了しています。
2016年から未熟児網膜症に対する治療薬
開発に着手し、AMED難治性疾患実用化
研究事業に採択後、治験責任医師として
多施設共同医師主導治験を実施していま
す。2020年に九州大学病院 ARO次世代
医療センターに移り、2022年より同セン
ター非臨床・連携推進部門長に就任しまし
た。小児眼科、トランスレーショナルリ
サーチが専門分野で、これまでに日本眼
科学会学術奨励賞、日本眼糖尿病学会学
術奨励賞を受賞しています。
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